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⨙ၔ⋵沖�

これまでᱫ்⠪をもたらした地震は知られていない。1���年એ㒠では、1���年に発

生した/7�3、1�23年�月に発生した/7�3が最大であり、関᧲大震災ᓟでは1�4�年એ㒠

に/7⒟ᐲの地震を含地震活動が活発なᤨ期が2�年⒟ᐲの間㓒でሽ在している。⨙城

県沖における地震の発生㗔域、震Ḯ域のᒻᘒ、発生間㓒等は㧟㧙㧣にまとめた。 
 

房総沖�

房総沖の地震については、にㅀべた1�77年11月のᵤᵄ地震、1���年、1��3年のᱜ

ᢿጀ型の地震の߶かに、1��7年には、ජ⪲県᧲ᣇ沖でᱫ⠪㧞ฬをす/��7の地震が発

生した。この地震は、フࠖࡦࡇ海プレートౝ部の地震と⠨えられている。フࠖࡇ

にう地震については、今ᓟ、⋧模トラフの地震の長期評価ߺㄟߺ海プレートのᴉࡦ

のときに૬ߖて評価する予定である。 
 

㧞㧙㧞� ᰴの地震について 
三陸沖ർ部㨪房総沖における次の地震の発生ᤨ期及び規模は、過去のを踏ま

え㧠㧙㧝㨪㧣のようであると⠨えた。地震の発生ᤨ期は、当㗔域における᧪の

地震発生確率を過去の地震活動ጁᱧに基ߠいて予測する確率ࡕデ࡞（ᦝ新過⒟）をㆡ

用し、次のように評価した。࿕地震のように当地域における地震がᲧセ的規ೣ的

な間㓒で発生している場合には、ᦝ新過⒟をあてはめる㓙に、現⁁においてよりよߊ

地震発生過⒟をㄭૃすると⠨えられる$26分Ꮣ�1をㆡ用する。࿕地震એᄖの地震に

対しては、ᦝ新過⒟を当てはめる㓙に、ᜰ数分Ꮣ（ᦝ新過⒟の․ᱶな場合であり、ࡐ

の㗔域における評価はએਅのޘ過⒟*2と߫れる）をㆡ用するものとする。ࡦ࠰ࠕ

とおり。 
 

㧔㧝㧕三陸沖ർㇱの࠻ࡊ㑆ᄢ地震 
 三陸沖ർ部については⚂1��年間㓒の大地震については、これまでの平ဋ活動間㓒

が�7��年であり、2��2年1月1日現在の⚻過年数が33��年であることからᦝ新過⒟（$

26分Ꮣをㆡ用）によれ߫、߫ らつきǩを��11㨪��24として今ᓟ3�年એౝの発生確率は

����7㨪㧡㧑⒟ᐲ、今ᓟ��年એౝの発生確率は1�㨪3�㧑⒟ᐲと推定される。今ᓟ1�年

એౝから今ᓟ��年એౝの長期発生確率等は、㧠㧙㧝のとおりである。 
 また㨮次の地震の規模は㨮過去に発生した地震の規模から/���೨ᓟと推定される㨫 
 なお、三陸沖ർ部の৻回り規模のዊさい地震については（㧠）で評価するが、ⶄ数

のᱫ்⠪がている地震が含まれており、⚂11年に1回のഀ合で発生していることに

留意する必要がある。 
 

㧔㧞㧕三陸沖ർㇱから房総沖のᶏḴነࠅの࠻ࡊ㑆ᄢ地震㧔ᵤᵄ地震㧕 
/�ࠢラࠬのプレート間の大地震は、過去4��年間に㧟回発生していることから、こ

の㗔域全では⚂133年に㧝回のഀ合でこのような大地震が発生すると推定される。

過⒟により（発生確率等は㧠㧙㧞に␜す）、今ᓟ3�年એౝの発生確率は2ࡦ࠰ࠕࡐ

�㧑⒟ᐲ、今ᓟ��年એౝの発生確率は3�㧑⒟ᐲと推定される。 

また、․定の海域では、ᢿጀ長（2��MO⒟ᐲ）と㗔域全の長さ（���MO⒟ᐲ）のᲧ

を⠨ᘦして�3�年に㧝回のഀ合でこのような大地震が発生すると推定される。࠰ࠕࡐ

、過⒟により（発生確率等は㧠㧙㧞に␜す）、今ᓟ3�年એౝの発生確率は㧢㧑⒟ᐲࡦ

今ᓟ��年એౝの発生確率は㧥㧑⒟ᐲと推定される。 

                                                  
*1 BPT分Ꮣは、‛ℂࡕデ࡞を⠨ᘦした、地震発生間㓒を表す⛔⸘ࡕデ࡞の৻つ。 
値となり、本᧪ᤨ間とともにᄌൻする確率の「平ဋ的なもの」にߓ過⒟を用いた場合、地震発生の確率はいつのᤨ点でもหࡦ࠰ࠕࡐ 2*

なっていることにᵈ意する必要がある。 
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次の地震もᵤᵄ地震であることを想定し㨮ߘの規模は㨮過去に発生した地震の/V等

をෳ⠨にして㨮/V��2೨ᓟと推定される㨫 
 

㧔㧟㧕三陸沖ർㇱから房総沖のᶏḴነࠅの࠻ࡊౝᄢ地震㧔ᱜᢿጀဳ㧕 
プレートౝのᱜᢿጀ型の地震については、過去4��年間に1�33年のᤘ三陸地震の

㧝しかないことと三陸沖海溝ᄖ✼のᢿጀ地ᒻ及びᱜᢿጀ型地震の総ࡕーࡦࡔトの

推定から、三陸沖ർ部㨪房総沖の海溝ነりの全について4��㨪7��年の間㓒で発生し

ていると⠨えられる。ࡦ࠰ࠕࡐ過⒟をㆡ用することにより（発生確率等は㧠㧙㧟に

␜す）、今ᓟ3�年એౝの発生確率は㧠㨪㧣㧑、今ᓟ��年એౝの発生確率は㧢㨪1�㧑と

推定される。 

また、․定の海域では、ᢿጀ長（2��MO⒟ᐲ）と㗔域全の長さ（���MO⒟ᐲ）のᲧ

を⠨ᘦして、1���㨪3���年の間㓒で発生していると⠨えられ、ࡦ࠰ࠕࡐ過⒟により（発

生確率等は㧠㧙㧟に␜す）、今ᓟ3�年એౝの発生確率は㧝㨪㧞㧑、今ᓟ��年એౝの

発生確率は㧞㨪㧟㧑と推定される。 
次の地震の規模は㨮過去に発生した地震の/および/Vをෳ⠨にして㨮/��2೨ᓟと推定

される㨫 
 

㧔㧠㧕⸥㧔㧝㧕㨪㧔㧟㧕એᄖの地震 
 三陸沖ർ部㨪房総沖における別の㗔域の、⸥の（㧝）㨪（㧟）એᄖの地震につ

いては、過去にⶄ数のᱫ்⠪のるⵍኂのあった、三陸沖ർ部、三陸沖南部海溝ነり、

ፉ県沖について評価を行った。また、2�年⒟ᐲの間㓒で地震活動の活発なᤨ期が確

されている⨙城県沖についても評価を行った。（㧠㧙㧠㨪㧣） 
 
三陸沖ർㇱ 
 三陸沖ർ部において、（㧝）でขりߍた地震એᄖの৻回り規模のዊさい地震につ

いては、ⶄ数のᱫ்⠪がႎ๔されている地震を含7�1/એの地震は、⚂11�3年に㧝

回のഀ合で発生している。このことから、ࡦ࠰ࠕࡐ過⒟により今ᓟ3�年એౝの発生確

率は��㧑⒟ᐲと推定される㧔㧠㧙㧠㧕。 
 次の地震の規模は㨮過去に発生した地震の規模から/7�1㨪/7��と推定される㨫 
 
三陸沖ਛㇱ 
� この㗔域については、現在知られている資料からは、規模の大きな地震は知られて

いないため、᧪の大地震の発生の可能性もかなりૐいと⠨えられる。しかし、発生

確率を評価するߛけの資料がないため、確率の評価は行わなかった。 
 
三陸沖ධㇱᶏḴነࠅ 
三陸沖南部海溝ነりについては、17�3年及び1��7年�月にここを震Ḯとした地震が

あったと⠨えられ、発生間㓒は1��年⒟ᐲ（1�4��年）であったと⠨えられる。2��2

年1月1日現在の⚻過年数が1�4�4年であることから、ᦝ新過⒟（$26分Ꮣをㆡ用）によ

れ߫、߫ らつきǩを��1�㨪��24として、今ᓟ3�年એౝで7�㧑㨪��㧑⒟ᐲ、今ᓟ��年એ

ౝで��㧑⒟ᐲએと推定される㧔㧠㧙㧡㧕。 
また、この㗔域の地震はすでに「宮城県沖地震の長期評価」で評価されているよう

に、宮城県沖の地震と連動する可能性がある。 
次の地震の規模は㨮過去に発生した地震の規模をෳ⠨にすると㨮ここを震Ḯとする

地震がන⁛で発生した場合は/7�7೨ᓟ㨮宮城県沖の地震と連動した場合は/���೨ᓟと

推定される㨫 
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